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平成元年度の経済見通し

と経済運営の基本的態度
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平成元年度の経済見通しと経済運営の基本的態度

平成再年2月8日
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1昭和63年度の我が国経済

昭和63年度の我が国経済は、外需が引き続き減少するものの、胤相肖費が堅調

に推移し、設備投資が増勢を強めるなど、内需は引き続き増加しており、拡大局面

にある。また、鉱工業生産は増加傾向にあり、荘用情勢も引き続き改善している。

一一方、経常収支は依然として水準は高いものの、輸入が製品類を中心に増加してい

ること等から黒朝敵胡糾、傾向にある。

政府は、主要国との政策協調を推進し、為替レートの安定を図りつつ、内需を中

心とした景気の持続的な拡大を図るとともに、調外不均衡の是正、調和ある対外経

済関係の形成に努めるため、機動的かつきめ細かな経済運営に努めてきたところで

ある。

この結果、昭和63年度の国民紐生産は370兆3千億円程度、経済成長率は名

目で5．4パーセント程度、実質で4．9パーセント程度になる見込みである。ま

た、物価は引き続き安定した状態で推移し、昭和63年度の卸売物価は0．8パー

セント程度の下落、消費者物価は0．7バーせント程度の上昇となる見込みである。
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平成元年度の経済運営の基本的態度

平成元年度の我が国経済を取り巻く国際情勢をみると、原油価格の安定、．物価の

落ち着き、低水準の金利、技術革新の進展等を背景として好調に棚多してきた先進

国の景気は、今後とも、テンポは純化すると見込まれるものの、引き続き緩やかに

拡大するものと期待される。一方、擢用情勢は、欧州諸国を中心に依然として厳し

い状況が続くものと予放され、主要国間には大きな対外不均衡が存在し、保鑑主義

的な動きも引き続き根弓釦、。また、発展途上国は、景気の接やかな拡大が媚寺され
ｌ

るものの、一部の諸国では多観の累積債務を抱えるなど困難な状況にある。

国内的には、昭和60年秋以来の円高を背景に経済構造調整が着実に進展しつつ

ある中で、内需主導型の経済成長が実現しているが、この過程で生じる関連事業者、
Ｊ

雇用、地域経済へ与える影響には配意する必要がある。一∵方、我力囁財政は改善傾

向にあるものの依然として大幅な不明ｉの状態にある。

以上のような情勢を踏まえ、我が国としては、新しい樋難摘ｒ世界とともに生

きる日本」に泊って、適切かつ機動的な経済運営に翠鵬との方針の下で、物価の

安定を基礎としつつ、内需を中心とした景気の持続的な拡大を通じて経済の安定成

長を達成し、引き続き荘用の安定に努めるとともに地域経済の「層の活性化を図る

必要がある。また、行財政改革を引き続き強力に推進し、さらタこ、自由貿易体制の

維持・強化、貿易の拡大均衡を通じた調和ある対外経済関係の形成致び世界経済活

性化への積極的薗献を行う－う辰豊かさを発頭できる国民生活の実現に努めるとと
ｌ

もに、新たなフロンティアの開拓により我が国経済社会の発展基盤の整備を図って

いく必要がある。

（
－9　－

このような基本細の下における平航年度の鍾粕宮の駄咄度は次のとお
りである。

第一は、内需帥旺した取の軸蠍を図るとともに、朋の安扱瑚
域経酌噸靴を図ることである。

このた臥主喝との協調的確済職の実施を推進しつつ抽レートの安振

図るとともに、引き舶通掛つ楓的な繊軌知る。公共鞄こついては、

引き続き日本電柵抽観の株式軌臥の鯛等により、事業酌確鮎図

るものとする。住宅鞄こついては、宅蜘円滑な棚絶図りつ1その促胱努

鴫瑞民間勘が歓限研されるよう引き続き環如整備を恥積蜘

な爛投馳晩鮎促すとともに、公執事掛野へ咽晦の畝を促断る。

さらに、金高蜘こついては、内梱鞠向及び国細貸俄を棚しつつ、適
切かつ拗的串運営を図る。

また、厳しい環蠍化に糊紅撮できる釦鮎勘のある中小蛸の職を図

るた臥中小企勤構航凰経営基盤鴫実軸座勒策の円棚腺こ如
る。

さらに、郡の蛇を確保するた礼砲嘲糠の整備、充実を図るとともに、

なお臥順用地庸かれている駒蹄等の闘柵蛤の碓鮎図る等、各
種の労働力需給の不均衡の改尊に努める。

紅は、我増力喝馳揃蛤に占鵬地位たふさわしい役割と翫馳、、自

由観相の維持・鞄化に即率軋て拗するとともに綱触る対癖的

形成と世界観相生化への積樋的鍬とを行うことである。
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このため、保護貿易主義の抑止と貿易の拡大均衡を目指し、国際協調型経済構造

への変革を推進する。ま桓対杯瑚経着実に改善するた臥我が国市場の積極

的な開放、輸入の促進等市場アクセスの改善を推進するとともに引き続き特定品目

に係る飾度ある輸出の確保及び投資受入国との調和に配慮した海外直接投資の推進

を図る一方、金融・資本市場の自由化及び円の国際化の促進に努める。加えて、ウ

ルグアイ・ラウンド交渉の一層の進展に尭献する。また、先端技術分野等を始めと

する共同技術開発、投資交流等産業協力を積極的に促進するとともに、基礎研究分

野における国際協力を推進する。さらに、発展途上国の恕済社会開発等に賀するた

め、政府開発援助の第四次中期目標に基づき経済脱力の拡充と効率的かつ効果的な

推進を因るとともに、貿易、投資等を通ずる脇力を＋層促進し、累積債務国等に対

する資金還流の促適を図る。

第三は、行財政改革を強力に推進することである。

経済裡会の変化に対応して適切な行政鏑テわれるよう、今後とも行政の役割を見

直し、簡素イＬ効率化を図るペく行政改革の推進を図る寺

また、我が国の財政は、壇年改尊め方向にあるものの、対幅な財政赤字や巨視の

国債累積に伴う国債費負担により引き続き極めて厳しい状況が続いており、経済運

営の政簸選択の幅も狭まっている。このため、平成元年度予算においても、歳出面、

特に経常経費について徹底した節減合瑠北庖行うなど、財政改選を強力に推進し、

財政の対応力の回復を図る。さらに、税制については、所得・消費・資産等の問で

均衡がとれた安定的な税体系の構築のため行われた今般の税制改選に間し、新しい

税制の円滑な実施を図るため、・新税制実施円滑化推進本部等を通じ、広幸臥指導、

ー4－

ー

ｌ

ｌ

題

ｌ

！

1

・

－

　

　

　

－

　

　

．

1

．

－

－

相談等の蜘舶如実的とともに、特に職の円勅、瑚正な楓便
乗値上げの配を図る等の施策を諦ずるなと万全を批

第四は、引き舶物価の安定壷維持することである。

醜喝は瀾生曜如醜物、鞠のとれた椒蜘駄鮒を

なすものである。このような鮎から、適職釦柱断るとともに、顆勤卸

に見合った亜馳楓咄附等の鞄的臓の確馳地産性脚の欄

胡理化の姐聯政蜘施鰐に努める・さ虹団地活の野的上を図る

た軋物価鞄の是正助る。肱醜釦還魂蝕国馳活に広く円

高メリットを軸させ、舶て畝の拡大を図批玖臥晶を含むぬ細「馳

合凱御伽による鰊轍の整陶を抱的ことにより、価桔引下職
通じて、内外佃楕差の是正・緬小を図る。

また、満軸の温枇際して、価格動向の鮎・勤淋制を強化する。

公共馳こついては、縫勤馳臥た合靴を前提比、軸者負加療則れ

づ1物敬び国蜘こ及ぼす曙を佃考凱て虹に取り軌また、消費

税の畝に際しては、こ．のような取鮎前提比て、公共料かも消費税の円触
・つ通正な転嫁を囲る。

虹は、新しい柵佃「世界とともに生きる日本」に基づき、勤、さを実酢
きる多様な馳活の其現巷図ることである。

このた軌上記鋸う珊構造の是頓を椎断るとともに、地軸充実を

ｌ

図る輸、ら、良質な住宅の報と安釦良好礪住職か馳掛る。また、

地物的虹化を払臥総細蜘鞠に示された拗鞠を勤か欄や

ー・5－・
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さらに、完全週休二日制の普及を基本に、年次有給脚隈の計画的付与・取得の促

も連綿脚糧の普及等労脚寺間の短掛こ努める。

第六は、国土の均衡ある発展や新たなフロンティアの開拓等により、将来に向け

Ｃ我力唱経済社会の発展基盤の整備を図ることである。

このため、第四次全匡幽閉矧・画に沿って、地域の特性と怠臓を生かした地域

っくりを目指し、地域経済ゐ自立的発屈を基本として、東京から庸機能の分散を

酌、地方の振興開発と大都耐脚）秩序ある整備を推進して多極分散型の国土の

形成を促進し、安全で良質な国土・居住空間の形成等に努める。

さらに、新しい経済計画「世界とともに生きる日本」に基づ畠Ｊ産業構造調整を

推進する一方、新たなフロγティ了の開拓に資する見地から、怠随柑脚悦を総

合的に嘩するとともに、創造脚識鮒蛸振る産耕道の高批高度情報

化に向けての基盤整備を進める。また、民間活力の最大限の発揮等を図るため、規

制緩細粒進要綱の実施等脚脚を肛進する。さらにヾ重要物資の安定供給の確保

等我が国経済活動の安全確保を図る。その敵中長期的な動向を踏まえ、安全性確

保、環煉会に留意しつつ、謝膀剥鵬の確鼠等沌次石脚粗原子力等の石

油代替エネルギーの開発・臥、核燃料サイクルの事靴省エネルギー、レアメ

タノ噂の鉱物資源の安定牌の確保等を者麦に推進する。また、海上輸送の安定的

確保に努める。農業について軋生産性の向上を基本として供給力の確保を図ると

ともに、林業、舶巨栄の活性化を図る。

（
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3　平成元年度の経済見通し

’上記のような姪済運営の下において、平成元年度の経済見通しは、おおむね次の

とおりである。なお、我が国経済は民間活動がその主体をなすものであること、ま

た、特に国際環境の変仙声ま予見し難い要素が多いことにかんがみ、これらの数字

はある程度の幅をもって考えられるべきである。

川　民間帥肖費支出は、物価の安定等を基噂として拡大を続け、前年度比6．1

パーセント程度の増加を示すものと見込まれる。民間投資は、住宅投資が前年度

比0．2バーセシト程度の微減となり、また、設備投資は前年度比8．4パーセ

ント程度の増加となり、在庫投資は1兆5千億円程度になるものと見込まれる。

政府支出は、前年度比2．9パーセント程度の増加（政府の固定貸本形成は前

年度比2．1パーセント程度の増加）を示すものと見込まれる。

鉱工業生産は、前年度比5．5パーセント程度の伸びを示すものと見込まれる。

また、就業者総数は、前年度比1．2パーセント程度増加するものと見込まれ

る。　　　　　　　－

（2）物価は、引き続き安定的に推移し、消費税の導入等による影響を含め、卸売物

価は0．9パーセント程度の上昇、消費者物価は2．0パーセント程度の上昇と

なるものと見込まれる。

（3）国際収支については、貿易収監経常収支とも黒字幅はかなり縮小し、それぞ

れ10兆9千倍円程度、8兆7千億円程度となるものと見込まれる。

（4）以上の組粗′平成元年度の国民紐生産は389兆7千億円程度となり、名臥

実質成長率はそれぞれ5．2パーセント程度、4．0パーセント程度になるもの

と見込まれる。

／ヽ
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3．生　産　括　動

主　要　経　済　指　標

1．国　民　総　生　産

昭 和 舵 年 度

（実　 検 ）

昭 椒 年 度

（実 績 見 込 み ）

平 成 元 年 度

（見 通 し ）

対 前 年 度 比 増 減 率

昭 細 柵 夏 平 成 元 年 度

民 間 局日 経 網 目 蟄 支 出

名 目 ・兆 円 名 目 ・兆 円 程 度 名 月 ・兆 円 程 度 ，‘程 度 ％ 程 度

2 0 2 ． 0 2 1 2 ． 8 2 2 5 ． 7 5 ． 3 6 ． 1

民　　 間　　 住　　 宅 2 0 ． 8 2 1 ． 4 2 1 ． 4 2 ． 9 Ａ Ｏ． 2

民　 間　 企　 薬　 投　 備 5 7 ． 5 6 5 ． 1 7 0 ． 6 1 3 ． 3 8 ． 4

民　 間　 在 庫　 品　 増　 加 1 ． 1 1 ． 2 1 ． 5 ， 1 3 ． β 2 4 ． 8

政　 一 府　　 支　　 出 5 7 ． 7 5 9 ． 5 6 1 ． 2 3 ∴ 2 2 ． 9

最 終 消　 雲上 吏　 出 3 3 ． 1 3 4 ． 3 3 5 ． 5 3 ． 8 3 ． 4

固　 定　 資　 本　 形　 成 2 4 ． 6 2 5 ． 2 2 5 ． 7 2 ． 5 2 ． 1

輸 出 と 淘 外 か ら の 所 得 4 4 ． 4 4 8 ． 4 5 3 ． 5 9 ． 2 1 0 ． 4

（ｌ空除 ） 輸 入 と 海 外 へ の 所 得 3 2 ． 1 3 8 ． 2 4 4 ． 2 1 8 ∴ 7 1 5 ． 7

国　 民　 総　 生 ‾　 産 3 5 1 ． 2 3 7 0 ． 3 3 8 9 ． 7 5 ． 4 5 ． 2

（岡　 ・　 実　　 質 ）
－ － － 4‾． 9 4 ． 0

2．労　馳・荘　用

昭 ｆ拡 2年 度

（実　 抽 ）

昭 榔 3年度

（剰 員見 込 み ）

、平成 元 年 度

（見 通 し）

対 前 年 度 此 増 減 率

脚 年 度 平 成 元 年 度

総　　　　 人　　　　 口

万 人 万 人程 度 万 人 程 度 ，‘程 度 ％ 程 度

1 2 ． 2 1 9 1 2 ． 2 7 0 1 2 ． 3 2 0 0 ． 4 0 ． 4

1 5 才　 以　 上　 人　 口 3 ． 7 5 2 9 ． 8 8 0 1 0 ． 0 0 5 1．． 3 1 ． 3

労　 働　 力　 人　 口 ， 6 ． 1 0 5 6 ． 1 7 5 6 ． 2 4 0 1 ． 1 1 ． 1

胱　 美　 音　 総　 数 5 ． 9 3 6 6 ， 0 2 0 5 ． 0 9 0 1 ． 4 1 ． 2

雇　 用　 者　 総　 数 4 ． 4 5 2 －　 4 ． 5 6 0 4 ． 6 4 0 2 ． 4 1． 8

－8－

ｌ

ｌ

ノ

昭和の年鑑

（実根見 込み）

平成 元年度

（見通 し）

拡 事 業 生 産 指 数 ・地織率

％程度

8 ． 4

％程度

5 ． 5

農 林 漁 業 生 産 指 放 ・ ∵ ▲ 2 ． 2 1 ． 7

国 内貨物輸送 くけ・紬） ・ ′ 4 ． 3 2 ． 5

国内編 窮 余遠 く人 ・叫 ・ ■ 4 ． 6 4 ． 3

4．物　　価

昭 餌3年度 平成 元年度

（実施 見込み ） （見 通 し）

総 合 卸 充 物 価 指 数」 卵 醸

％程度 ％程 度

▲ 0 ． 8 0 ． 9

輌 費 者 物 価 指 数 ・ ′

ｌ
0 ． 7 2 ． 0

5．国　際　収　支

昭 和 ㍑ 年度 昭 細 輝 度 ． 平 成 元 年 度

（黒　 縁 ） （実 線 見 込み ） （見 通 し ）

絃 ・　 常　　 収　　 支

兆 円 兆 円程 度 兆 円 程 度

1 1． 7 9 ． 9 8 ． 7

貿　　 易　　 収　　 支 1 3 ． 0 1 1 ． 8 1 0 ． 9

輸　　　　　　 出 3 2 ． 2 3 3 ． 6 3 5 ． 7

輸　　　　　　 入 1 9 ． 2 2 1 ． 8 2 4 ． 8

印 3年度 ｌ平成元年度

％ 程 度

－

－

6 ． 3

1 3 ． 8

（肺考）上紀の報酎散吼現在考えられる内夕帽嶋を前提とし、本文において表明されている経済通富の下で想定さ

れた平成元年度の経済の姿を示すものであり、我が国経済は民間活動がその主体をなすものであること、また、

特に国際環境の封とには予見し難い要素か多いことにかんがれこれらの放字はある程度の楯をもって考えら

れるべきである。
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蕎1衰　実質国民総支出

参　　考　　資　　料

対 前 年 度 比 増 減 率

昭和63年度

（寛級見込み）

平成元年度

（見通し）

主

要一

民間 最終 消脅 支 出

％程度

4．9

％程度

4．6

民　　 間　　 住　　 宅 2．1 ▲3．3

民　 間　 企　 集　 投　 編 1 5．9 9．2

明

日

政　　 府　　 支　 一山 2．3 1．3

輪叫と捕外からの所持 7．1 1 1．2

輸入と抱外への所得 1 8．2 1 5．2

国民総支出 （表国民総生産） 4．9 4．0

う　ち　国 内 需 要 6．7 4．7

嘲価2年度

（実　紗

昭和約年度

（実績見込み）

平成元年度

（見通し）

対前年度比増減率

昭和尉年度 平成元年度

雇　 用　 者　 所　 得

兆円 兆円程度 兆円程度 ％敬 ％程度

1 9 0．6 2 0 2．5 2 1 4．7 6．2 6．0

財　　 産　　 所　　 得 2 6．7 2 8． 1 2 9．3 5．5 4．3

企　　 業　 ・所　　 得 5 6．8 5 8． 1 5 9．3 2．4 2．0

合　計 ：国　民　 所　得 2 7 4．1 ．2 8 8．8 3 0 3．・3 5．4 5．0

（

第3凄　国際収支（ドルベース）

昭和陀年度 昭和53年度 平成元年度

（実　繊Ｉ 鴎組見込み） （見通し）

経　　 常　　 収　　 支

億ドル 億ドル程度 億ドノ確度

8 4 5 7 8 0 7 1 0

貿　　 易　　 収　　 支 9 4 0 9 3 0 8 8 0

（躇考）上記の放字は、円ベースの計数を、一定の換算レートにより機械的に

ドル換算したものである．

（




